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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

中間会計期間
第46期

中間会計期間
第45期

会計期間
自2023年８月１日
至2024年１月31日

自2024年８月１日
至2025年１月31日

自2023年８月１日
至2024年７月31日

売上高 （千円） 4,105,476 4,121,573 8,203,159

経常利益 （千円） 1,063,812 1,011,150 2,088,654

中間（当期）純利益 （千円） 747,270 714,460 1,471,991

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,663,687 1,663,687 1,663,687

発行済株式総数 （株） 8,042,881 8,042,881 8,042,881

純資産額 （千円） 11,538,607 12,588,988 12,299,793

総資産額 （千円） 15,178,600 16,692,785 16,116,025

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 93.03 88.94 183.25

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 45.00

自己資本比率 （％） 76.0 75.4 76.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 722,218 △110,897 1,642,346

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △42,651 △395,313 △292,170

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △382,348 △382,993 △103,438

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 3,681,461 3,748,512 4,637,782

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当中間会計期間における世界経済は、総じて緩やかな成長が続いているものの、米国新政権下における政策運

営を巡る不確実性や、地政学的なリスクの高まりにより先行き不透明な状況が続いております。

半導体等電子部品業界におきましては、スマートフォンやパソコンなどの需要は依然として弱含んだ状態が続

き、産業機器用や自動車向けの回復も遅れておりますが、生成ＡＩ（人工知能）関連の高性能な演算半導体やメ

モリーの需要は拡大が続いております。また、供給面でもここ数年で各国が自国での半導体の生産能力を急速に

高めており、市場規模の拡大が続きました。このような環境の中、当社の関わる化合物半導体及び電子部品製造

装置の販売マーケットにおいては、５Ｇ（第５世代移動通信システム）の普及に加えて、６Ｇ（Beyond５Ｇ～５

Ｇの性能をさらに進化させた次世代の移動通信システム）を中心とした情報ネットワーク基盤の実現に向けた世

界最高レベルの研究開発環境の整備が進められており、研究開発向けの半導体等電子部品製造装置の需要が拡大

しております。

このような状況の下、当中間会計期間における業績は、売上高が4,121百万円（前年同期比0.4％増）、営業利

益は990百万円（前年同期比2.2％減）、経常利益は1,011百万円（前年同期比5.0％減）、中間純利益は714百万

円（前年同期比4.4％減）となりました。

 

主な品目別の売上高は、次のとおりであります。なお、当社は半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業

の単一セグメントであるためセグメント毎の記載はしておりません。

（ＣＶＤ装置）

「シリコン半導体分野」では光導波路などのシリコンフォトニクスの加工用途、「化合物半導体分野」では半

導体レーザーやＬＥＤの加工用途での販売があり、売上高は753百万円（前年同期比5.2％減）となりました。

（エッチング装置）

「化合物半導体分野」では半導体レーザーの加工用途、「電子部品分野」では高周波フィルターの加工用途、

「シリコン半導体分野」では欠陥解析用途での販売があり、売上高は2,522百万円（前年同期比6.7％増）となり

ました。

（洗浄装置）

「ヘルスケア関連」ではセンサーの加工用途、「化合物半導体分野」ではＬＥＤの加工用途での販売があり、

売上高は223百万円（前年同期比39.0％減）となりました。

（部品・メンテナンス）

既存装置のメンテナンスや部品販売、装置の移設・改造などで、売上高は622百万円（前年同期比7.2％増）と

なりました。

 

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当中間会計期間末における流動資産の残高は、11,468百万円で前事業年度末に比べ280百万円増加いたしまし

た。現金及び預金が880百万円減少した一方、売掛金及び契約資産が1,114百万円増加したのが主な要因でありま

す。

（固定資産）

当中間会計期間末における固定資産の残高は、5,224百万円で前事業年度末に比べ296百万円増加いたしまし

た。投資有価証券が91百万円減少した一方、先端技術開発棟の新築工事などで建設仮勘定が380百万円増加した

のが主な要因であります。

（流動負債）

当中間会計期間末における流動負債の残高は、3,125百万円で前事業年度末に比べ291百万円増加いたしまし

た。契約負債が272百万円増加したのが主な要因であります。

（固定負債）

当中間会計期間末における固定負債の残高は、前事業年度末と同水準の978百万円となりました。
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（純資産）

当中間会計期間末における純資産の残高は、12,588百万円で前事業年度末に比べ289百万円増加いたしまし

た。繰越利益剰余金が353百万円増加したのが主な要因であります。自己資本比率は75.4％と前事業年度末に比

べ0.9ポイント下降いたしました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ889百万円減少

し、3,748百万円（前事業年度末比19.2％減）となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は110百万円（前年同期に取得した資金は722百万円）となりました。これは主に

税引前中間純利益が1,011百万円、契約負債の増加が272百万円に対して売上債権及び契約資産の増加額が828百万

円、棚卸資産の増加が412百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は395百万円（前年同期に使用した資金は42百万円）となりました。その主な内容

は、定期預金の払戻による収入が1,455百万円に対して、定期預金の預入による支出が1,460百万円、有形固定資

産の取得による支出が392百万円であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は382百万円（前年同期に使用した資金は382百万円）となりました。これは主に

配当金の支払額が361百万円であったことによるものであります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(6) 研究開発活動

当中間会計期間における研究開発費の金額は、152百万円であります。

なお、当中間会計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。

 

(7) 経営成績に重要な影響を与える要因

当中間会計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2025年３月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,042,881 8,042,881
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 8,042,881 8,042,881 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年８月１日～

2025年１月31日
－ 8,042,881 － 1,663,687 － 2,079,487
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（５）【大株主の状況】

  2025年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

（一財）サムコ科学技術振興財

団

京都市伏見区竹田藁屋町36番地 サムコ

（株）内
1,000 12.45

日本マスタートラスト信託銀行

（株）（信託口）
東京都港区赤坂１－８－１ 946 11.78

辻 理 滋賀県大津市 863 10.75

サムコエンジニアリング（株） 京都市伏見区竹田藁屋町64番地 850 10.59

（株）日本カストディ銀行（信

託口）
東京都中央区晴海１－８－12 250 3.12

辻 一美 滋賀県大津市 201 2.51

野村信託銀行（株）（投信口） 東京都千代田区大手町２－２－２ 157 1.96

（株）三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１－４－５ 129 1.61

立田 利明 京都府宇治市 103 1.28

三菱ＵＦＪキャピタル（株） 東京都中央区日本橋２－３－４ 102 1.28

計 － 4,605 57.33

（注）１．サムコエンジニアリング（株）は、当社代表取締役会長辻理の資産管理会社であります。

２．当社代表取締役会長辻理は、サムコエンジニアリング（株）の代表取締役及び（一財）サムコ科学技術振

興財団の理事長を兼務しております。

３．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口）        946千株

（株）日本カストディ銀行（信託口）                  250千株

野村信託銀行（株）（投信口）                        157千株

４．2024年11月20日付で公衆の縦覧に供されている、野村證券（株）から提出された大量保有報告書（変更報

告書）において、野村證券（株）他２名の共同保有者が2024年11月15日現在でそれぞれ以下の株式を所有

している旨が記載されているものの、このうち、ノムラ インターナショナル ピーエルシー（NOMURA

INTERNATIONAL PLC）、野村アセットマネジメント（株）については、当社として2025年１月31日におけ

る実質所有株式数の確認ができていないため、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）

株券等保有割合

（％）

野村證券（株） 東京都中央区日本橋１－13－１ ０ 0.01

ノムラ インターナショナル

ピーエルシー（NOMURA

INTERNATIONAL PLC）

1 Angel Lane, London EC4R 3AB, United

Kingdom
36 0.45

野村アセットマネジメント

（株）
東京都江東区豊洲２－２－１ 478 5.95

計 － 514 6.40
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５．2025年２月７日付で公衆の縦覧に供されている、ＳＢＩアセットマネジメント（株）から提出された大量

保有報告書において、ＳＢＩアセットマネジメント（株）他１名の共同保有者が2025年１月31日現在で以

下の株式を所有している旨が記載されているものの、このうち、（株）ＳＢＩ証券については、当社とし

て2025年１月31日における実質所有株式数の確認ができていないため、上記大株主の状況には含めており

ません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）

株券等保有割合

（％）

ＳＢＩアセットマネジメン

ト（株）
東京都港区六本木１－６－１ 382 4.75

（株）ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 32 0.40

計 － 414 5.15

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

－ －
普通株式 10,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,005,200 80,052 －

単元未満株式 普通株式 27,281 － －

発行済株式総数  8,042,881 － －

総株主の議決権  － 80,052 －

 

②【自己株式等】

    2025年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

サムコ 株式会社

京都市伏見区竹田

藁屋町36番地
10,400 － 10,400 0.13

計 － 10,400 － 10,400 0.13

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2024年８月１日から2025年１月31日

まで）に係る中間財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。

 

３．中間連結財務諸表について
「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）第95条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

中間連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 2.27％

売上高基準 1.92％

利益基準 0.49％

利益剰余金基準 0.08％
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１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2024年７月31日)
当中間会計期間
(2025年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,592,297 5,711,301

受取手形 4,660 104

電子記録債権 434,463 153,608

売掛金及び契約資産 1,684,500 2,798,836

製品 81,114 80,942

仕掛品 1,869,303 2,230,637

原材料及び貯蔵品 411,057 456,687

前払費用 18,485 17,880

その他 97,362 22,022

貸倒引当金 △4,918 △3,256

流動資産合計 11,188,327 11,468,767
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2024年７月31日)
当中間会計期間
(2025年１月31日)

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,119,447 1,125,017

減価償却累計額 △850,416 △863,428

建物（純額） 269,030 261,589

構築物 26,536 26,536

減価償却累計額 △25,190 △25,256

構築物（純額） 1,346 1,279

機械及び装置 771,795 771,795

減価償却累計額 △703,864 △719,216

機械及び装置（純額） 67,930 52,578

車両運搬具 57,338 54,529

減価償却累計額 △49,622 △48,362

車両運搬具（純額） 7,715 6,167

工具、器具及び備品 280,386 291,854

減価償却累計額 △247,451 △254,930

工具、器具及び備品（純額） 32,934 36,923

土地 3,453,567 3,453,567

リース資産 57,983 63,644

減価償却累計額 △50,064 △51,600

リース資産（純額） 7,918 12,043

建設仮勘定 256,264 636,806

有形固定資産合計 4,096,707 4,460,956

無形固定資産   

電話加入権 2,962 2,962

ソフトウエア 10,376 9,189

ソフトウエア仮勘定 5,000 5,000

無形固定資産合計 18,338 17,151

投資その他の資産   

投資有価証券 369,068 277,221

関係会社株式 25,207 25,207

出資金 5,000 5,000

関係会社長期貸付金 2,592 －

繰延税金資産 110,590 138,631

差入保証金 78,801 78,755

保険積立金 219,347 219,347

その他 2,045 1,746

投資その他の資産合計 812,652 745,910

固定資産合計 4,927,698 5,224,018

資産合計 16,116,025 16,692,785
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2024年７月31日)
当中間会計期間
(2025年１月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 715,373 793,805

短期借入金 1,000,000 1,000,000

１年内返済予定の長期借入金 39,996 39,996

リース債務 1,939 3,071

未払金 139,625 110,174

未払費用 48,340 48,085

未払法人税等 360,674 323,983

契約負債 397,769 670,019

預り金 44,841 25,440

賞与引当金 27,300 28,900

役員賞与引当金 40,000 28,397

製品保証引当金 17,200 16,400

その他 499 36,799

流動負債合計 2,833,557 3,125,073

固定負債   

長期借入金 63,347 43,349

リース債務 5,979 8,972

退職給付引当金 505,830 513,385

役員退職慰労引当金 406,920 412,119

その他 597 897

固定負債合計 982,675 978,723

負債合計 3,816,232 4,103,797

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,663,687 1,663,687

資本剰余金   

資本準備金 2,079,487 2,079,487

資本剰余金合計 2,079,487 2,079,487

利益剰余金   

利益準備金 59,500 59,500

その他利益剰余金   

別途積立金 4,367,000 4,367,000

繰越利益剰余金 3,947,948 4,300,949

利益剰余金合計 8,374,448 8,727,449

自己株式 △13,656 △13,656

株主資本合計 12,103,966 12,456,967

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 195,827 132,020

評価・換算差額等合計 195,827 132,020

純資産合計 12,299,793 12,588,988

負債純資産合計 16,116,025 16,692,785
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（２）【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　2023年８月１日
　至　2024年１月31日)

当中間会計期間
(自　2024年８月１日
　至　2025年１月31日)

売上高 4,105,476 4,121,573

売上原価 2,053,027 2,014,724

売上総利益 2,052,448 2,106,849

販売費及び一般管理費 ※ 1,039,575 ※ 1,116,577

営業利益 1,012,873 990,272

営業外収益   

受取利息 131 156

受取配当金 2,660 2,746

為替差益 37,296 934

業務受託料 218 8,000

受取賃貸料 5,548 5,500

補助金収入 1,813 235

雑収入 5,476 9,632

営業外収益合計 53,145 27,205

営業外費用   

支払利息 2,206 3,177

業務受託費用 － 3,150

固定資産除却損 0 －

営業外費用合計 2,206 6,327

経常利益 1,063,812 1,011,150

税引前中間純利益 1,063,812 1,011,150

法人税等 316,541 296,689

中間純利益 747,270 714,460
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（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　2023年８月１日
　至　2024年１月31日)

当中間会計期間
(自　2024年８月１日
　至　2025年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 1,063,812 1,011,150

減価償却費 32,340 40,178

受取利息及び受取配当金 △2,792 △2,903

支払利息 2,206 3,177

為替差損益（△は益） △19,881 2,154

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,481 △1,662

賞与引当金の増減額（△は減少） 600 1,600

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3,020 △11,603

製品保証引当金の増減額（△は減少） △200 △800

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,319 7,555

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,697 5,199

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 22,626 △828,925

棚卸資産の増減額（△は増加） △58,060 △412,703

仕入債務の増減額（△は減少） △39,244 78,432

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,268 28,063

契約負債の増減額（△は減少） 116,480 272,250

その他 △22,011 29,140

小計 1,102,163 220,303

利息及び配当金の受取額 2,797 2,903

利息の支払額 △1,274 △1,600

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △381,467 △332,503

営業活動によるキャッシュ・フロー 722,218 △110,897

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,451,386 △1,460,577

定期預金の払戻による収入 1,445,960 1,455,130

有形固定資産の取得による支出 △17,332 △392,557

無形固定資産の取得による支出 △1,100 －

投資有価証券の取得による支出 △3,249 －

貸付金の回収による収入 5,010 5,183

保険積立金の積立による支出 △20,140 0

その他 △413 △2,491

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,651 △395,313

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △19,998 △19,998

配当金の支払額 △361,461 △361,459

その他 △888 △1,535

財務活動によるキャッシュ・フロー △382,348 △382,993

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,868 △65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 307,087 △889,270

現金及び現金同等物の期首残高 3,374,374 4,637,782

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,681,461 ※ 3,748,512
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【注記事項】

（中間財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（中間損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費

販売費に属する費用のおおよその割合は前中間会計期間28％、当中間会計期間26％であり、一般管理費に属

する費用のおおよその割合は前中間会計期間72％、当中間会計期間74％であります。

主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前中間会計期間
（自 2023年８月１日
   至 2024年１月31日）

 当中間会計期間
（自 2024年８月１日
   至 2025年１月31日）

旅費交通費 56,349千円 63,730千円

製品保証引当金繰入額 6,652 5,933

役員報酬 67,552 75,604

給料手当 299,342 317,405

賞与引当金繰入額 12,758 13,461

法定福利費及び福利厚生費 97,204 107,980

退職給付費用 9,520 9,120

役員退職慰労引当金繰入額 5,697 6,474

賃借料 38,450 26,136

研究開発費 122,065 152,437

減価償却費 14,393 16,526

貸倒引当金繰入額 △3,481 △1,662

租税公課 50,458 49,336

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

（自 2023年８月１日
至 2024年１月31日）

当中間会計期間
（自 2024年８月１日
至 2025年１月31日）

現金及び預金勘定 5,623,609千円 5,711,301千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,942,148 △1,962,788

現金及び現金同等物 3,681,461 3,748,512
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前中間会計期間（自2023年８月１日 至2024年１月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月24日

定時株主総会
普通株式 361,461 45.00 2023年７月31日 2023年10月25日 利益剰余金

 

Ⅱ 当中間会計期間（自2024年８月１日 至2025年１月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月22日

定時株主総会
普通株式 361,459 45.00 2024年７月31日 2024年10月23日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

地理的区分並びに製品及びサービスに分解した収益の情報は以下のとおりであります。

 

前中間会計期間（自2023年８月１日　至2024年１月31日）

（単位：千円）

 装置引渡し売上高 装置検収売上高 サービス等売上高 合計

（地理的区分）     

日本 1,954,328 141,299 446,626 2,542,253

アジア 998,179 77,860 84,634 1,160,673

　台湾 67,500 2,000 19,438 88,938

　中国 684,979 67,360 25,680 778,020

　韓国 185,400 6,700 26,617 218,717

　その他 60,300 1,800 12,897 74,997

北米 345,257 8,097 46,248 399,603

欧州 － － 2,773 2,773

その他 － － 171 171

合計 3,297,765 227,257 580,453 4,105,476

     

（製品及びサービス）     

ＣＶＤ装置 764,466 30,790 － 795,256

エッチング装置 2,208,391 155,098 － 2,363,489

洗浄装置 324,907 41,369 － 366,277

部品・メンテナンス － － 580,453 580,453

合計 3,297,765 227,257 580,453 4,105,476

（注）「装置の引渡し」の履行義務充足による売上高を「装置引渡し売上高」、「装置の設置に関連する役務（据付、立

上げ、調整等）の提供」の履行義務充足による売上高を「装置検収売上高」として記載しております。また、パー

ツ販売、改造・保守サービスに関する売上高を「サービス等売上高」として記載しております。
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当中間会計期間（自2024年８月１日　至2025年１月31日）

（単位：千円）

 装置引渡し売上高 装置検収売上高 サービス等売上高 合計

（地理的区分）     

日本 2,041,011 134,223 491,584 2,666,818

アジア 785,720 124,381 67,671 977,773

　台湾 218,527 38,758 32,255 289,541

　中国 371,929 80,547 19,788 472,264

　韓国 150,264 3,746 7,862 161,872

　その他 45,000 1,330 7,765 54,095

北米 233,187 53,548 57,128 343,865

欧州 122,262 397 1,634 124,294

その他 － 4,333 4,489 8,822

合計 3,182,181 316,884 622,508 4,121,573

     

（製品及びサービス）     

ＣＶＤ装置 693,097 60,508 － 753,606

エッチング装置 2,295,227 226,895 － 2,522,122

洗浄装置 193,856 29,480 － 223,336

部品・メンテナンス － － 622,508 622,508

合計 3,182,181 316,884 622,508 4,121,573

（注）「装置の引渡し」の履行義務充足による売上高を「装置引渡し売上高」、「装置の設置に関連する役務（据付、立

上げ、調整等）の提供」の履行義務充足による売上高を「装置検収売上高」として記載しております。また、パー

ツ販売、改造・保守サービスに関する売上高を「サービス等売上高」として記載しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自 2023年８月１日
至 2024年１月31日）

当中間会計期間
（自 2024年８月１日
至 2025年１月31日）

１株当たり中間純利益 93円03銭 88円94銭

（算定上の基礎）   

中間純利益（千円） 747,270 714,460

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益（千円） 747,270 714,460

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,032 8,032

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年３月13日

サムコ 株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

京都事務所

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 桃　原　一　也

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山　中　智　弘

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサムコ 株式会社

の2024年８月１日から2025年７月31日までの第46期事業年度の中間会計期間（2024年８月１日から2025年１月31日まで）

に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記について期

中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して、サムコ 株式会社の2025年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間

の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその

他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、

継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対し

て限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手し

た証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していないと

信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並

びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評

価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社 (半期報告書提出会社) が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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